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【コミュニケーション講座 看護科3年生】 

受講した生徒の感想（一部） 

・自分の言葉に抱くイメージが全てではないということを思い知り、その人の考える言葉のイメージや価値観を尊重できるようにしたい。ま

た、相手がその言葉をどういうつもりで何の目的で使ったのか「コンテクスト」という概念を初めて知った。相手が伝えようとしていること

は何かを理解するために文脈を理解する力をつけられるようにしたい。 

・看護師と患者さんの間には認識の「ずれ」が生じやすいことを学びました。だからこそ私たちは患者さんの表情やしぐさに常に目を配り言

葉の奥にある「本当の思い」を能動的に読み取らなければならないと思いました。 

・患者さんが多様化する今、それぞれの患者さんにあったコミュニケーションをしていく必要がある。そのためには、患者さんの生活や文化

的な背景を知ること、そして患者さんの発言をそのまま受け止めるだけでなく、その発言はどのような思いが隠れているのかを考えることが

必要だとわかった。 

【文化部合同公演会 文化部】 

 9月12日（土）、「第2回日高高等学校文化部合同公演会」を

日高文化体育館で開催しました。公演会は吹奏楽部が中心と

なって、書道部・絵画文芸部・ボランティア部・食物部・茶道

部が参加しました。 

 吹奏楽部は演奏会、書道部はパフォーマンスと作品展示、絵画文芸部、食物

部、茶道部は作品展示、ボランティア部は設営準備・司会・受付などのお手伝い

をしました。 

 9月14日（月）、県立高校魅力アップ事業の一環として、コミュ

ニケーション講演会をおこないました。今年も昨年同様、講師に

日本を代表する劇作家・演出家で、県立芸術文化観光専門職大学 

学長の平田オリザ氏をお迎えしました。前半はコミュニケーショ

ンに関するゲームを行い、後半は座学で、相手の気持ちに近づく

ことが大切だと学びました。 
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